
高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

地理的分野 １９ ５５ ３２．８ ３１．５ ５９．７ ５７．２

歴史的分野 １７ ４５ ２４．１ ２２．９ ５３．６ ５０．８

得点率(平均点/配点)

学習指導

要領の

領域等

平均点

分　　類 区　　分

対象

設問数

配点

高槻市 大阪府 差（対大阪府）

国語 ６４．６ ６１．７ ＋２．９

社会 ５７．０ ５４．４ ＋２．６

数学 ５３．７ ４９．０ ＋４．７

理科 ５０．６ ４７．７ ＋２．９

英語 ５５．７ ４８．４ ＋７．３

３年

平成２９年度　　（点）
学年・教科

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

物理的領域 ８ ２４ 　９．８ 　９．２ ４０．８ ３８．３

化学的領域 ８ ２５ 　９．７ 　９．０ ３８．７ ３５．９

生物的領域 １３ ２７ １８．８ １８．０ ６９．６ ６６．８

地学的領域 ８ ２４ １２．３ １１．５ ５１．３ ４８．０

得点率(平均点/配点)

学習指導

要領の

領域等

分　　類 区　　分

対象

設問数

配点

平均点

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

数と式 ９ ２９ １８．３ １６．９ ６３．１ ５８．２

図形 ８ ２６ １１．７ １０．８ ４５．１ ４１．４

関数 ８ ２６ １２．８ １１．３ ４９．０ ４３．５

資料の活用 ６ １９ １１．０ １０．０ ５７．７ ５２．８

分　　類 区　　分

対象

設問数

配点

平均点

得点率(平均点/配点)

学習指導

要領の

領域等

平成２9年度 中学生チャレンジテスト（３年生）の結果概要 高槻市教育委員会 平成29年10月

得点分布グラフ 横軸：得点（点），縦軸：割合（％） 領域別平均点・得点率/ 対 大阪府比【調査の目的】

【調査の概要】
○実施校数及び実施生徒数 中学３年：18校（約2,850人）

○学力に関する調査 国語・社会・数学・理科・英語

○生徒に対するアンケート 全学年・教科で各２問

【調査結果の取扱い】

(1) 大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、大阪

の生徒の課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改

善を図る。

(2) 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改

善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そ

のような取組みを通じて、学力向上のためのPDCAサイクルを確立する。

(3) 学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。

(4) 生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学力に

目標を持ち、また、その向上への意欲を高める。

（設問数 3３問）国語科

（設問数 3６問）

（設問数 3１問） （設問数 37問）

現３年生の３年間におけるアンケート結果

国語の授業の内容はよくわかる 社会の授業の内容はよくわかる 数学の授業の内容はよくわかる

理科の授業の内容はよくわかる 英語の授業の内容はよくわかる

教科別・平均点比較（対大阪府）

高槻

大阪

（%） （%）

（%） （%）

（%）

本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり，学校における教育活動

の一側面に過ぎません。そのため，序列化や過度な競争を目的とした取扱いにつな

がらないよう十分配慮をお願いいたします。

調査結果については，本調査の目的を達成するため，自らの教育及び教育施策の

改善，各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげることが重要と考えます。

社会科

数学科 理 科

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

話すこと・聞くこと ６ １９ １４．８ １４．４ ７８．０ ７５．９

書くこと ７ ２７ １４．１ １２．８ ５２．１ ４７．５

読むこと １２ ４３ ２３．９ ２２．３ ５５．５ ５２．０

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

１１ ２５ １７．３ １６．９ ６９．２ ６７．６
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高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

聞くこと １１ ２５ １５．５ １３．８ ６１．９ ５５．０

話すこと ー ー ー ー ー ー

読むこと ２２ ６８ ３５．６ ３１．４ ５２．４ ４６．２

書くこと ４ １５ 　８．２ 　６．３ ５４．４ ４２．０

得点率(平均点/配点)

学習指導

要領の

領域等

分　　類 区　　分

対象

設問数

配点

平均点

（設問数 3３問）英語科


